
参加者のアンケートには、参観授業における子どもたちの姿やおとな先生の講話の内容

を評価する記述が多く見られた。子どもの姿を通して日田市の取組の効果や成果を実感

できたのではないかと思われる。 

 

令和３年度 学校・家庭・地域による「学びの未来」創造事業 

第２回「地域学校協働活動」関係者研修【県西地区】 

日時：令和３年１１月２２日（月）  

会場：日田市立三隈中学校 体育館及び武道場  参加者：1６名（５市町） 

 

＜研修趣旨＞                                     

「協育」ネットワークを基盤とした地域学校協働活動を実現するため、学校と地域の相互
理解の重要性や相乗効果について理解し、活動の推進と活性化に向けた具体的な方策や学び
が得られる場とする 

 
【開会行事】 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
【第１部 参観授業】 
 三隈中学校２年 総合的な学習の時間 「自分の進路を考えよう～おとな先生を招いて～」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業報告 

【体育館】 
おとな先生 石松リエ 氏 
（司会業・読み聞かせ） 

【武道場】 
おとな先生 宮崎 正隆 氏 
（介護福祉：日田園 職員） 

一般社団法人 NINAU 
代表理事 岡野 涼子 氏 

主催者あいさつ 
大分県教育庁 社会教育課 課長 後藤 秀徳 

市町村参加者１６名 
５市町（由布市・竹田市・日田市・九重町・玖珠町） 



【第２部 全体協議】 

テーマ：「中学校における地域学校協働活動」～多様な地域人材の参画に向けて～】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 ＜参加者感想＞                                   

○１つの事例として、企業との関わり方等、参考になった。 

○自分の地域外の取組を見ることができ、とてもよい機会となった。 

○地域企業との連携、職業について生徒に知ってもらうこと、興味深く感じた。 

○生き方教育、日田で働くよさを伝える“おとな先生”の取組は、とても参考になった。 

○生徒たち自身で選択しての授業ということで、熱心に聞き、質問もよくできていた。これか

らもいろいろな分野の人の話が聞ける機会があると良い。 

○生徒たちが自分の進路を真剣に考えての“おとな先生”への質問が素敵だと思った。自分自

身も、先生やコーディネーターの前向きな話が聞けて良かった。地域が抱える問題がよくわ

かった。 

○NINAU の活動が、このような形を成立させた（ここに至った）ことは素晴らしい。 

市が民間に委託する形でのキャリア教育が実施されている日田市の特色ある事例と

いうことで、参加者にとって新たな視点や活動展開のヒントが得られる研修内容とな

った。 

日田市教委の「地域企業との連携によるキャリア教育」、一般社団法人 NINAU の

「多様な地域住民によるキャリア教育とまちづくり（日田を担う人材育成事業）」につ

いての説明から始まった全体協議では、県の社会教育委員も加わり、様々な立場から

の意見・質問等で協議が深まった。 

これまでの経緯等について、現場での経験に基づいて語る三隈中学校長の実感を伴

った言葉に、頷く参加者が数多く見られた。 

日田市立三隈中校 江嶋校長 

説明：日田市教育庁 小溝指導主事 
   一般社団法人 NINAU 

岡野代表理事 
    黒木おとな先生コーディネーター 

進行：県社会教育課 栗本指導主事 

全体協議参加者 


